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第47回定時株主総会その他の電子提供措置事項
（交付書面省略事項）
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法令および当社定款第 15 条第 2 項の規定に基づき、上記の事項につきましては、書面交付請求をいただいた

株主様に対して交付する書面（電子提供措置事項記載書面）への記載を省略しております。なお、本株主総会に

おきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆様に電子提供措置事項から上記事項を除いたものを

記載した書面を一律でお送りいたします。
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業務の適正を確保するための体制の概要

業務の適正を確保するための体制ならびにその運用状況
(1) 業務の適正を確保するための体制の概要

　当社は、2006年５月15日開催の取締役会において決議されました「内部統制に係わる基本方針」に基づ
き、取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制、その他会社の業務の適正を
確保するための体制（内部統制システム）を整備しております。この「内部統制に係わる基本方針」は、毎
年、取締役会において見直したうえで適宜改訂しており（最終改訂：2023年5月9日）、現在の「内部統制
に係わる基本方針」の概要は以下のとおりであります。

１．取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
(1)  「企業理念」、「経営理念」、「行動指針」の制定とその周知徹底
　① 役職員が法令及び定款を遵守し、健全な社会規範及び企業倫理の下にその職務を遂行するために、取締

役会は、「企業理念」、「経営理念」及び「行動指針」を制定する。
　② 社長は、企業理念等の精神を繰り返し役職員に伝えることにより、企業倫理・法令遵守等を当社のあら

ゆる企業活動の前提とすることを周知徹底する。
(2) ＣＣＯ及びコンプライアンス委員会の設置、コンプライアンス規程の策定、コンプライアンス研修等
　① 社長はＣＣＯ及びコンプライアンス委員会を設置し、コンプライアンスに対する取組みを全社横断的に

統括させる。
　② ＣＣＯ及びコンプライアンス委員会は、法令等遵守規則である「コンプライアンス規程」の策定・見直

しと周知徹底、コンプライアンス問題の把握と対応、コンプライアンス状況のモニター・レビュー及び
コンプライアンス研修等を継続的に実施し、コンプライアンス体制の充実に努める。

　③ ＣＣＯは、毎事業年度終了後、当該事業年度におけるコンプライアンスの状況を取締役会に報告するも
のとする。

(3) 内部情報通報制度の整備・運用、法令違反事項の情報伝達
　① 当社の役職員が、法令違反等疑義がある行為等を発見した場合、社内外に設置した当社ホットラインを

通じ、ＣＣＯに通報する。通報を受けたＣＣＯは、その内容を調査し、再発防止策を担当部署と協議の
うえ決定し、全社にその内容を周知徹底する。

　② ＣＣＯへの通報に加え、常勤監査役に通報できる制度を構築する。通報を受けた常勤監査役は、CCO
に内容の調査を指示し、CCOは再発防止策を策定のうえ、全社に内容を周知徹底させる。また、事案内
容によっては、常勤監査役も調査に加わる。

　③ 通報については、通報者が身分･処遇等の不利益を受けないことを会社が保証する。一方、役職員に重
大な法令・定款違反行為等が確認された場合には、ＣＣＯから取締役会に具体的な社内処分の答申を行
う。

(4) 財務報告の適正性確保のための体制の整備
　① 「経理規程」、「原価計算規程」、「固定資産管理規程」等の社内規程を整備すると共に、ＣＦＯを設

置し、会計基準その他関連する諸法令を遵守し、財務報告の適正性を確保するための体制の充実を図
る。

　② 財務報告に係る内部統制の有効性については、「内部統制基本方針書」に基づき、経営企画部法務審
査・内部統制チームからの報告を受けて、内部監査室が評価し、社長の承認を得たうえで、取締役会に
報告するものとします。

　③ 「開示委員会」を設置し、開示の都度、開示内容を審査することにより、財務報告の適正性の確保及び
有価証券報告書の品質向上に努める。
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業務の適正を確保するための体制の概要

(5) 内部監査
　社長直結の内部監査を担当する内部監査室を設置する。内部監査室は、「内部監査規程」に基づき業務
全般に関し、法令、定款及び社内規程等の遵守状況、職務執行の手続き及び内容の妥当性等につき、定期
的に内部監査を実施し、社長及び監査役に対し、その結果を報告する。また、内部監査室は、内部監査に
より判明した指摘・提言事項の改善状況についても、フォローアップ監査を実施する。また、内部監査室
は、内部監査により判明した指摘・提言事項の改善状況についても、フォローアップ監査を実施する。

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
(1) 当社は、取締役の職務執行に係る情報が記載された文書（電磁的記録を含む。以下同じ）を、関連資料

とともに、「文書管理規程」の定めるところに従い、適切に保存し管理する。なお、主要な文書には、次
のものがあります。

　① 株主総会議事録
　② 取締役会議事録
　③ 取締役を最終決裁者とする稟議書
　④ 取締役を最終決裁者とする契約書
　⑤ 会計帳簿、計算書類、出入金伝票
　⑥ 税務署その他官公庁、証券取引所に提出した書類の写し
　⑦ その他文書管理規程に定める文書等
(2) 文書保管の期間・場所は、「文書管理規程」の定めによるものとし、取締役及び監査役がいつでも閲覧

ができるよう、情報の保存・管理を行う。
(3) 人事総務部は、「文書管理規程」に基づく文書の保存・管理状況を定期的にモニタリング、担当役員に

報告する。
(4) 「文書管理規程」の改訂は、人事総務部長が起案し取締役会の承認を得るものとする。

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制
(1) 当社は、リスク管理が最重要課題であることを認識し、「リスクマネジメント規程」を制定し、これに

従い、リスク管理を行う。
(2) 環境、災害、品質、労務、情報セキュリティ、その他様々なリスクに係る管理については、基本的にそ

れぞれの担当部署を担当する取締役又は執行役員が行い、また、新たに生じたリスクについては、速やか
に対応責任者となる取締役又は執行役員を定めることとする。

(3) 一方、組織横断的リスクの管理及び全社的な対応については、ＣＣＯ及びリスクマネジメント委員会が
行う。

　 ＣＣＯ及びリスクマネジメント委員会は、各種リスクの把握・評価及び対応策の策定・実施等の日常の
リスク管理を行うとともに、有事の際に、予め定められた危機管理チームを立上げ、迅速かつ適切な情報
伝達と的確な対応ができるよう体制を整備する。

(4) 当社は、大地震等の大規模災害が発生した場合に、社員の生命と会社の財産を確保し、事業継続を図る
ためのＢＣＰ（事業継続計画）を策定し、防災対策や災害発生時における対応等について定める。

(5) ＣＣＯは、毎事業年度終了後、当該事業年度におけるリスクマネジメントの状況を取締役会に報告す
る。

－ 2 －
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業務の適正を確保するための体制の概要

４．取締役・使用人の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
(1) 経営管理システム
　① 取締役・社員が共有する全社的な目標を定め、その浸透を図ると共に、目標達成に向け3事業年度を期

間とする中期経営計画を策定します。
　② 取締役会は、中期経営計画を具体化するため、毎期、部署毎の業績目標と予算を設定する。設備投資、

新規事業については、原則として中期経営計画の目標達成への貢献を基準にし、その優先順位を決定す
る。 同時に各部署への効率的な人的資源の配分を行います。

　③ 取締役会は、経営計画を達成するため、具体的な施策及び権限委譲を含めた効率的な業務遂行体制を決
定する。

　④ 月次の業績はIＴを積極的に活用した財務会計システムにより、月次で迅速に管理会計としてデータ化
し、取締役会に報告する。

　⑤ 取締役会は、毎月この結果をレビューし、担当役員に目標未達要因の分析、その要因を排除・低減する
改善策を報告させ、具体的施策を決定し、権限委譲を含めた効率的な業務遂行体制に改善する。また、
必要に応じて目標を修正する。

　⑥ これら結果は適正に取締役の報酬その他における評価に反映させる。
(2) 社内規程の整備

　適正かつ効率的な職務の執行を確保するため、「業務分掌規程」、｢職務権限規程｣等、各種社内規程を
整備し、各取締役の権限及び責任の明確化を図る。

(3) 適時・適切な開示体制の整備
　当社の企業理念、経営計画等につき投資家その他のステークホルダーの理解を得ることで、当社の事業
が効率的に運営できるよう、社内にＩＲ担当の役員をおき、適時情報開示を実施すると共に、ＩＲ説明会
等へのサポートを実施する。社長は、率先して当社のスポークスマンを務める。

５．当社ならびにその親会社及び子会社・関係会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体
制

(1) 子会社管理・報告体制
　経営企画部を子会社統括部署とし、子会社ごとに主管部署を定め、主管部署が子会社の経営管理・経営
指導を行う。また、子会社の経営上の重要事項については、子会社統括部署の事前承認を要する事項や報
告を要する事項を取り決める。

(2) 子会社の損失の危険に関する管理体制
　主管部署は、子会社の重要なリスク資産（与信・在庫・固定資産等）の状況を定期的に把握するととも
に、リスクの内容を含め子会社統括部署（経営企画部）へ報告する。

(3) 子会社の役職員の職務執行の効率性を確保する体制
　当社は、当社の経営管理・企画管掌やその他の組織の機能を活用し子会社の経営インフラの支援を行
う。

(4) 子会社の役職員の職務執行が法令及び定款に適合することを確保する体制
　子会社には当社より取締役及び監査役を派遣し、子会社の職務執行の監視・監督を行い、法令及び定款
への適合性を常時チェックする。また、当社のコンプライアンス規程を遵守させ、モニター・レビュー、
内部監査、内部統制評価の対象とする。

(5) 関係会社の管理体制
① 経営企画部は、子会社統括部署として「関係会社」全般に関する組織、経営政策関連事項の管理を行

う。
② 財経部は、「関係会社」との連結決算関連事項の管理を行う。
③ 主管部署を「関係会社」毎に定め、経営管理・経営指導を行う。

－ 3 －
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６．監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項
(1) 監査役会が補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項

　当社は、監査役の職務を補助すべき使用人は現状、設置する予定はないが、監査役から要求があった場
合には協議の上、その是非を決める。

(2) 使用人の取締役からの独立性に関する事項
　当社は、現状、監査役の補助者は置かないので、補助者の独立性に関する事項はない。

７．取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する事項
　当社ならびに子会社の取締役及び使用人は、監査役に対して、法定の事項に加え、当社及び当社グルー
プに著しい損害を与える恐れのある事実、法令に違反する事実等を発見したときは、その内容を速やかに
報告する。また、内部監査を担当する内部監査室長はその実施状況を監査役に報告するものとする。

８．その他監査役の監査が実効的に行なわれることを確保するための体制
　社長は、監査役会と定期的な会合を持ち、会社の経営方針や課題ならびにコーポレート・ガバナンスや内
部統制の状況について意見交換をする。また、内部監査を担当する内部監査室長は、監査役との間で、内部
監査計画を協議するとともに、定期的に会合を持ち、内部監査結果及び指摘・提言事項等について協議及び
意見交換するなど、密接な情報交換及び連携を図る。更に、監査役の職務の執行に関する費用は、会社が負
担する。なお、監査役の職務の執行に関する費用については、監査役会にて年度予算を策定し、その策定内
容を執行側に報告するものとする。

－ 4 －
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(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　内部統制システムの運用状況の概要は以下のとおりであります。

１． 企業統治・内部統制システム全般
　企業統治については、2015年12月11日開催の取締役会において制定した「コーポレート・ガバナンス基
本方針」(2018年12月改訂）に則り、コーポレートガバナンス・コードに積極的に対応しガバナンス体制の
強化を図っています。内部統制については、内部監査部門・内部統制執行側が常勤監査役との連携を図り、
モニター・レビュー、運用状況の評価を行うとともに適宜、業務フローの見直しを実施いたしました。
　なお、2017年度より子会社・関連会社の連結を開始したことから、内部統制評価の範囲をグループ全体に
拡大しています。

２． コンプライアンス体制
　CCOを委員長とするコンプライアンス委員会を当事業年度は年４回開催しました。
2022年度は、2022年～2023年度に改正法施行が予定されている主な法律について、社内での対応状況
を、年間を通じて確認しました（社内規程等の見直しや制度設計などの対応状況の確認）。また、当事業年
度のコンプライアンス研修においては、2022年10月18日から12月11日の期間に、Eラーニングシステムを
利用して行いました。受講者は、JF役員の一部、JF正社員、契約社員、派遣社員。研修内容は、コンプライ
アンスの基本、ハラスメント、情報セキュリティ、個人情報等をテーマに実施し、対象者数378人全員が受
講しました（受講率100％）。さらに、2022年度の新規通報はゼロであったが、社外通報窓口に寄せられた
各種の問い合わせ事項（2021年度からの継続案件）についても、事実関係を精査のうえ、丁寧な対応に努め
ました。

３． リスク管理体制
　CCOを委員長とするリスクマネジメント委員会を当事業年度は年４回、臨時リスクマネジメント委員会を
７回開催しました。2022年度のリスク対策シートについては各事業におけるリスクの抽出・評価とその対策
についてルールの明確化と対策シート総括表の刷新を図りました。2023年度のリスク対策シート総括表を随
時見直し、検討しております。新型コロナウイルス感染症の拡大によるまん延防止措置や、ロシアのウクラ
イナ侵攻、世界的なインフレ懸念等に伴い、受注減少リスクや製造コストの上昇のリスクは、継続して存在
しております。

４． 取締役の職務執行体制
　当社の取締役会は、常勤の取締役2名の他、社外取締役３名（内、１名は独立取締役）、社外監査役3名
（内、１名は独立監査役）にて構成され、「取締役会規程」の定めに従い、毎月１回以上開催（当事業年度
は１８回（内、書面４回）開催）し、月次・四半期・年次決算や重要事項等の承認を行っております。ま
た、取締役会の審議及び承認を効率的かつスピーディーに行うべく、事前に常務会（執行役員以上出席によ
る事前審議機関）にて複数回の事前審議を行っております。更に、常勤監査役を議長とする「社外役員連絡
協議会」では、取締役会に付議される重要事項の事前説明及び意見交換を行い、取締役会運営の効率化を図
っております。

５． 監査役の職務執行体制
　当社の監査役会は、常勤監査役1名の他、2名の非常勤監査役で構成され、当事業年度は年９回開催いたし
ました。常勤監査役は、内部監査部門、会計監査人とのコミュニケーションを確保して、監査役会にてその
情報を共有しております。また、監査役会として、取締役・監査役の自己評価をベースに「取締役会の実効
性評価」を行い、取締役会にその結果を報告するとともに取締役会運営の改善提案を行っております。更
に、監査役会に会計監査人の参加を求め、会社の経営姿勢及び経営課題につき率直な意見の交換を行う等、
会計監査人とのコミュニケーションの向上に努めております。
　当社は、2023年３月期における整備・運用状況を評価の上、2023年５月９日開催の取締役会に報告しま
したが、重要な不備は存在しないことを確認いたしました。

－ 5 －



2023/05/24 12:22:30 / 22946566_ジャパンフーズ株式会社_招集通知

連結株主資本等変動計算書

連結株主資本等変動計算書（2022年4月1日から2023年3月31日まで） （単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 628,800 272,400 6,281,438 △264,624 6,918,014
会計方針の変更に
よる累積的影響額 △40,253 △40,253

会計方針の変更を反
映した当期首残高 628,800 272,400 6,241,185 △264,624 6,877,761

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △130,217 △130,217
親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

246,505 246,505

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) －

当 期 変 動 額 合 計 － － 116,287 － 116,287

当 期 末 残 高 628,800 272,400 6,357,472 △264,624 6,994,048

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純 資 産
合 計為替換算調整勘定

退 職 給 付
に 係 る
調 整 累 計 額

そ の 他 の
包 括 利 益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 382,432 △8,582 373,849 7,291,864
会計方針の変更に
よる累積的影響額 － △40,253
会計方針の変更を反
映した当期首残高 382,432 △8,582 373,849 7,251,611

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － △130,217
親 会 社 株 主 に
帰 属 す る
当 期 純 利 益

－ 246,505

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) 49,033 74,000 123,034 123,034

当 期 変 動 額 合 計 49,033 74,000 123,034 239,321

当 期 末 残 高 431,466 65,417 496,884 7,490,932
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連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
 (1) 連結の範囲に関する事項

連結子会社の数　１社
主要な連結子会社の名称　　ＪＦウォーターサービス株式会社

 (2) 持分法の適用に関する事項
持分法を適用した関連会社数　２社
主要な会社名等の名称　　株式会社ウォーターネット、東洋飲料（常熟）有限公司

 (3) 連結子会社及び持分法適用会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社の決算日は、連結決算日に一致しております。持分法適用会社のうち決算日が連結決算日と異な
る会社については、当該会社の事業年度末に係る計算書類を使用しております。

 (4) 会計方針に関する事項
a. 重要な資産の評価基準及び評価方法

①　その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用して
おります。

・市場価格のない株式等
主として移動平均法による原価法を採用しております。

②　デリバティブ
　時価法を採用しております。

③　棚卸資産
・製品、商品、貯蔵品（製造消耗品等）

先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収益性低下に基づく簿価切下げの方法により算
定）を採用しております。

・原材料、貯蔵品（液化天然ガス、重油、炭酸ガス、窒素、糊等）
月別移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性低下に基づく簿価切下げの方法によ
り算定）を採用しております。
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b. 重要な減価償却資産の減価償却の方法
①　有形固定資産（リース資産を除く）

・機械装置
機械装置の耐用年数については、経済的使用可能予測期間（５年～20年）に基づく定額法によって
おります。

・機械装置を除く有形固定資産
定額法によっております。なお、耐用年数については、主として法人税法に規定する方法と同一の
基準によっております。

②　無形固定資産（リース資産を除く）
・自社利用のソフトウェア

自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（主として５年）に基づく定
額法によっております。

・その他の無形固定資産
その他については、定額法によっております。なお、耐用年数については、法人税法に規定する方
法と同一の基準によっております。

③　リース資産
・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

－ 8 －



2023/05/24 12:22:30 / 22946566_ジャパンフーズ株式会社_招集通知

連結注記表

c. 重要な引当金の計上基準
①　貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、当社及び連結子会社は一般債権については貸倒実績率
により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上し
ております。なお、当連結会計年度においては、過去の貸倒実績及び回収不能と見込まれる債権残高
がないため、計上しておりません。

②　賞与引当金
従業員に対して支給する賞与に充てるため、翌期支払予定額のうち当連結会計年度に属する支給対象
期間に見合う金額を計上しております。

③　役員賞与引当金
役員に対して支給する賞与に充てるため、当連結会計年度における支給見込額に見合う金額を計上し
ております。

④　固定資産撤去費用引当金
固定資産の撤去工事に伴う費用の支出に備えるため、その支出見込額を計上しております。

d. 重要な収益及び費用の計上基準
　当社グループは、飲料受託製造事業を主な事業とし、契約において合意された仕様に従っている製品
の支配が顧客に移転した時点で、履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。これらの
履行義務に対する対価は、履行義務を充足後、別途定める支払条件により概ね３カ月以内に回収してお
り、重要な金融要素は含まれておりません。
　なお、有償完成材取引のうち当社グループが代理人に該当すると判断したものについては、顧客から
受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認識しております。

 (5) その他連結計算書類の作成のための重要な事項
a. 退職給付に係る会計処理の方法

①　退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につ
いては、給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用については、発生年度の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（３年）による定
額法により費用処理しております。
数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一
定の年数（３年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理し
ております。
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２．重要な会計上の見積りに関する注記
（1)有形固定資産及び無形固定資産の評価

① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額　14,712,091千円
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　当社グループは、固定資産のうち減損の兆候がある資産又は資産グループについて、当該資産又は資産グ
ループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場合には、帳簿価額を回収可
能価額まで減額し、減損損失として計上しております。
　将来キャッシュ・フローは、現在の環境も踏まえた中期的な事業見通しを基礎として、その時点における
合理的な情報等を見積もっており、当社グループの属する飲料業界の消費動向や顧客の製造計画の影響度を
加味した製造数量の増加と徹底したコスト削減等により、業績回復を見込むといった要素も仮定としており
ます。
　しかしながら、経営環境の更なる悪化等により、その見積りの前提とした条件や仮定に変更が生じた場
合、将来キャッシュ・フローが減少することによって減損処理を認識する必要が生じ、翌連結会計年度の連
結計算書類において固定資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。
　なお、新型コロナウイルス感染症の影響については、「（3）新型コロナウイルス感染症の影響につい
て」をご参照ください。
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（2)繰延税金資産
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額　529,468千円
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　当社グループは、繰延税金資産について、スケジューリング可能な税務上の繰越欠損金及び将来減算一時
差異について回収可能性があるものとして繰延税金資産を計上しております。
　繰延税金資産の回収可能性は将来の課税所得の見積りに依存します。また、課税所得は、現在の環境も踏
まえた中期的な事業見通しを基礎として、その時点における合理的な情報等を見積もっており、当社グルー
プの属する飲料業界の消費動向や顧客の製造計画の影響度を加味した製造数量の増加と徹底したコスト削減
等により、業績回復を見込むといった要素も仮定としております。
　しかしながら、経営環境の更なる悪化等により、その見積りの前提とした条件や仮定に変更が生じ、課税
所得が変動した場合には、翌連結会計年度の連結計算書類において、繰延税金資産の評価に影響を与える可
能性があります。
　なお、新型コロナウイルス感染症の影響については、「（3）新型コロナウイルス感染症の影響につい
て」をご参照ください。

（3）新型コロナウイルス感染症の影響について
　新型コロナウイルス感染症（以下、本感染症）の影響下、当社グループは生活必需品である飲料水の供給
を止めないという社会的な要請もあり、厳重な対策を実施した上で生産活動を含む事業活動を継続し、顧客
に対する製品供給体制を維持しております。
　しかし、本感染症は経済、企業活動に広範な影響を与える事象であり、当連結会計年度末時点で入手可能
な外部の情報等を踏まえ、これらの影響が今後一定程度継続するという仮定を置き、繰延税金資産の回収可
能性及び固定資産の減損会計等の会計上の見積りを行っております。
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３．会計方針の変更
（持分法適用会社における収益認識に関する会計基準等の適用）
　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」
という。）等を当連結会計年度の期首から一部の持分法適用会社に適用し、約束した財又はサービスの支配
が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しておりま
す。
　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに
従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結
会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。
　この結果、当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結株主資本等変動
計算書の利益剰余金の期首残高が40,253千円減少しております。また、当該会計方針の変更が当連結会計
年度の損益に与える影響は軽微であります。

４．会計上の見積りの変更に関する注記
（1) 総合スクラップ＆ビルド計画に関連する有形固定資産の耐用年数の変更

　当連結会計年度において、総合スクラップ＆ビルド計画の対象となる資産の使用状況等を見直した結
果、当社グループが保有する一部の有形固定資産の耐用年数を残存使用見込期間まで変更しております。
　この結果、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ61,895千円
増加しております。

（2) 既存設備の経済的使用可能予測期間の再見積りによる機械装置の耐用年数の変更
　2022年５月13日公表の新中期経営計画のとおり、新規設備投資は財務体質改善の観点から厳選するこ
ととしております。新規設備投資は会社の成長のために欠かせないものである一方、既存設備の有効活用
による生産性向上も重要な課題となりました。
　上記新中期経営計画の方針に沿って既存設備の有効活用を促進するため、当第４四半期連結会計期間に
おいて、当社の既存設備の材質・構造・用途等による分類を行い、既存設備の使用実績を考慮して、経済
的使用可能予測期間を見積ったところ、機械装置について従来の法人税法に規定する方法と同一の基準に
基づいた残存耐用年数との乖離が明らかとなり、当第４四半期連結会計期間より将来にわたり、機械装置
の耐用年数を変更しております。
　この結果、当連結会計年度の営業利益、経常利益、税金等調整前当期純利益はそれぞれ129,116千円増
加しております。
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建物及び構築物 33,207千円

機械装置及び運搬具 738,718千円

合計 771,926千円

長期借入金（1年内返済予定の長期借入金を含む） 2,807,334千円

５．連結貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額　32,762,959千円

(2) 国庫補助金等による圧縮記帳額
国庫補助金による圧縮記帳額は以下のとおりであり、貸借対照表計上額は、この圧縮記帳額を控除して
おります。

(3) 固定資産撤去費用引当金
　過年度において、固定資産に係る過去の増改築に関連し、一部是正（改善）を行いました。これに伴い、
将来の支出に備えるため、固定資産撤去費用引当金を計上しております。
　当該是正（改善）については、当社の老朽化した建物の取り壊しなどを含めた総合的なスクラップ＆ビル
ド計画に基づき段階的に実行することを予定しているため、支出の期間が長期にわたる見込みであります。
そのため、連結貸借対照表上は、固定負債に引当金を計上しております。

(4)財務制限条項
　当社グループは、取引銀行と長期借入金契約を締結しており、うち一部の契約には以下のとおり財務制限
条項等が付されております。

・各年度の決算期の末日における単体及び連結の貸借対照表における純資産の部の金額を、当該決算期
の直前の決算期の末日または2020年３月に終了した決算期の末日における単体及び連結の貸借対照表
における純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％の金額以上にそれぞれ維持する。

・各年度の決算期の単体及び連結の損益計算書における経常損益を２期連続して損失としない。

　　これらの契約に基づく借入実行残高は次のとおりであります。
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機械装置及び運搬具 2,298千円

合計 2,298千円

建物及び構築物 1,504千円

機械装置及び運搬具 558千円

工具、器具及び備品 1千円

合計 2,064千円

６．連結損益計算書に関する注記
(1) 売上高のうち、顧客との契約から生じる収益の額 　　　　　　　　　　10,083,249千円

(2) 固定資産売却益の内容は以下のとおりであります。

(3) 固定資産除却損の内容は以下のとおりであります。
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場所 用途 種類 減損損失

千葉県長生郡長柄町 事業用資産 工具、器具及び備品 1,044千円

工具、器具及び備品 1,044千円

合計 1,044千円

(4) 減損損失
当連結会計年度において、以下の資産について減損損失を計上しております。
① 減損損失を認識した資産グループの概要

② 資産のグルーピングの方法
　資産のグルーピングは、生産ライン単位又は各事業単位としております。
　また、遊休資産については、それぞれ個別物件をグルーピングの最小単位としております。

③ 減損損失の認識に至った経緯
　当初想定していた収益を見込めなくなったその他事業の工具、器具及び備品について、帳簿価額を回収
可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。

④ 回収可能価額の算定方法
　回収可能価額は、使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローが見込めないことによ
り零と評価しております。

⑤ 減損損失の金額
　減損損失1,044千円は特別損失に計上しており、固定資産の種類ごとの内訳は次のとおりです。
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株 式 の 種 類 当 連 結 会 計 年 度
期 首 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数

当連結会計年度末株式
数

普 通 株 式 5,100,000株 －株 －株 5,100,000株

株 式 の 種 類 当 連 結 会 計 年 度
期 首 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数

当連結会計年度末株式
数

普 通 株 式 277,113株 －株 －株 277,113株

（決議） 株 式 の 種 類 配当金の総額
（千円）

１ 株 当 た り
配当額（円） 基 準 日 効 力 発 生 日

2022年６月23日
定 時 株 主 総 会 普 通 株 式 81,989 17.00 2022年３月31日 2022年６月24日

2022年11月２日
取 締 役 会 普 通 株 式 48,228 10.00 2022年９月30日 2022年11月30日

（決議予定） 株式の種類 配当金の総額
（千円） 配 当 の 原 資 １ 株 当 た り

配 当 額 ( 円 ) 基 準 日 効 力 発 生 日

2023年６月23日
定 時 株 主 総 会 普通 株 式 81,989 利益剰余金 17.00 2023年３月31日 2023年６月26日

７．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 発行済株式の種類及び総数に関する事項

(2) 自己株式の種類及び株式数に関する事項

(3) 剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当金の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

(4) 新株予約権に関する事項
　　該当事項はありません。
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８．金融商品関係に関する注記
 (1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針
当社は、資金運用については安全性の高い金融資産で運用し、資金調達については銀行等金融機関によ
っております。また、当社が利用するデリバティブは、後述するリスクを回避する目的でのみ利用する
ものであり、投機的な取引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である電子記録債権及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。
営業債務である買掛金は、すべて１年以内の支払期日であります。
短期借入金につきましては、主に短期的な運転資金に係る資金調達であります。
長期借入金につきましては、主に設備投資に係る資金調達を目的としたものであり、償還日は最長で決
算日後12年であります。また、主に固定金利での長期借り入れによる調達を行っております。
リース債務につきましては、主に設備投資に係る資金調達を目的としたものであり、償還日は決算日後
８年であります。リース債務はいずれも固定金利であり、金利の変動リスクに晒されていません。
地震デリバティブ取引につきましては、間接リスクである地震災害により企業活動が停止した期間にお
ける従業員への給与債務の支払不能のリスクを回避する目的で利用しております。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
a.　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、与信管理細則に従い、各担当部署及び管理部署が主要な取引先の状況を定期的にモニタリン
グし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況の悪化等による回収懸念の早期把
握や軽減を図っております。
デリバティブ取引につきましては、信用リスクを軽減するため、取引相手先を信用度の高い損害保険
会社及び金融機関等に限定しております。

b.　市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
投資有価証券につきましては、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、信用リ
スクや取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。
デリバティブ取引の執行・管理につきましては、取引権限等を定めた社内規程に従い、定期的に残高
や時価等を把握し、管理しております。
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連結貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 長期借入金
（１年以内返済予定を含む） 9,660,274 9,696,785 36,511

(2) リース債務
（１年以内返済予定を含む） 371,118 450,090 78,972

負債計 10,031,392 10,146,876 115,484

連結貸借対照表計上額

非上場株式 1,359,885

合　　計 1,359,885

c.　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社は、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許流
動性の維持等により流動性リスクを管理しております。

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価につきましては、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定
された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前
提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

 (2) 金融商品の時価等に関する事項
　2023年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま
す。なお、市場価格のない株式等は、次表には含めておりません。（（*2）を参照ください。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

（*1）現金及び預金、電子記録債権、売掛金、買掛金、短期借入金、未払金、未払消費税等
　これらについては、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を
省略しております。

（*2）市場価格のない株式等は、上表には含まれておりません。当該金商品の連結貸借対照表計上額は以下の
とおりであります。

(単位：千円）
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１年以内 １年超５年以内

現金及び預金 973,325 －

電子記録債権 843,334 －

売掛金 1,800,598 －

合　　計 3,617,258 －

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超

短期借入金 500,000 － － － － －

長期借入金 1,350,864 1,352,064 1,153,464 970,964 1,344,664 3,488,254

リース債務 86,812 92,364 79,629 31,857 29,645 50,807

合　計 1,937,676 1,444,428 1,233,093 1,002,821 1,374,309 3,539,061

（注）１．金銭債権の連結決算日後の償還予定額
（単位：千円）

（注）２．借入金及びリース債務の連結決算日後の返済予定額
（単位：千円）
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区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
長期借入金 － 9,696,785 － 9,696,785
リース債務 － 450,090 － 450,090

負債計 － 10,146,876 － 10,146,876

(3) 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに
分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価
の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定
に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ
属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

① 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
　該当事項はありません。

② 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
　長期借入金

　長期借入金の時価につきましては、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割
り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

　リース債務
　リース債務につきましては、元利金の合計額を新規に同様のリース取引を行った場合に想定される利率で
割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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報告セグメント
その他 合計国内飲料

受託製造
海外飲料
受託製造

計

売上高
　顧客との契約から生じる

収益
9,950,131 － 9,950,131 133,117 10,083,249

　外部顧客への売上高 9,950,131 － 9,950,131 133,117 10,083,249

（1） 1株当たり純資産 1,553円21銭
（2）１株当たり当期純利益 51円11銭

９．収益認識に関する注記
 (1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

　　（注）「その他」の区分は、水宅配事業及び水宅配フランチャイズ事業を含んでおります。

 (2) 収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は、「１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注
記等 (4)会計方針に関する事項　d．重要な収益及び費用の計上基準」に記載しているため、注記を省略して
おります。

10．１株当たり情報に関する注記
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退職給付債務の期首残高 1,521,276千円

勤務費用 81,589千円

利息費用 9,745千円

数理計算上の差異の発生額 △147,661千円

退職給付の支払額 △51,943千円

退職給付債務の期末残高 1,413,005千円

年金資産の期首残高 1,422,267千円

期待運用収益 27,023千円

数理計算上の差異の発生額 △20,140千円

事業主からの拠出額 63,471千円

退職給付の支払額 △51,943千円

年金資産の期末残高 1,440,677千円

11．退職給付関係に関する注記
 (1) 採用している退職給付制度の概要

当社は、従業員の退職給付に充てるため、積立型の確定給付制度を採用しております。
確定給付企業年金制度では、給与と勤務期間に基づいた一時金又は年金を支給します。
また、当社は複数事業主制度の企業年金基金制度に加入しておりますが、当社の拠出に対応する年金資産の
額を合理的に計算することができないため、確定拠出制度と同様に会計処理しております。

 (2) 確定給付制度
① 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

② 年金資産の期首残高と期末残高の調整表
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積立型制度の退職給付債務 1,413,005千円

年金資産 △1,440,677千円

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △27,672千円

退職給付に係る資産 △27,672千円

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △27,672千円

勤務費用 81,589千円

利息費用 9,745千円

期待運用収益 △27,023千円

数理計算上の差異の費用処理額 △21,927千円

確定給付制度に係る退職給付費用 42,384千円

数理計算上の差異 △105,594千円

合　計 △105,594千円

未認識数理計算上の差異 93,347千円

合　計 93,347千円

③ 退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債及び退職給付に
係る資産の調整表

④ 退職給付費用及びその内訳項目の金額

⑤ 退職給付に係る調整額
　退職給付に係る調整額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。

⑥ 退職給付に係る調整累計額
　退職給付に係る調整累計額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。
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一般勘定 45％

債券 18％

株式 22％

その他 15％

合　計 100％

割引率 0.9％

長期期待運用収益率 1.9％

⑦ 年金資産に関する事項
a.　年金資産の主な内訳

年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次のとおりであります。

b.　長期期待運用収益率の設定方法
年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在及び予想される年金資産の配分と、年金資産を構
成する多様な資産からの現在及び将来期待される長期の収益率を考慮しております。

⑧ 数理計算上の計算基礎に関する事項
当連結会計年度における主要な数理計算上の計算基礎

　当連結会計年度の期首時点の計算において適用した割引率は0.6％でありましたが、期末時点において割
引率の再検討を行った結果、割引率の変更により退職給付債務の額に重要な影響を及ぼすと判断し、割引率
を0.9％に変更しております。
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年金資産の額 36,395,490千円

年金財政計算上の数理債務の額と
最低責任準備金の額との合計額 44,812,833千円

差引額 △8,417,342千円

 (3) 複数事業主制度
確定拠出制度と同様に会計処理する、複数事業主制度の企業年金基金制度への要拠出額は、当連結会計年度
32,702千円でありました。

① 複数事業主制度の直近の積立状況（2022年３月31日現在）

② 複数事業主制度の掛金に占める当社の割合
（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）　　　　　1.17％

③ 補足説明
上記①の差引額の主な要因は、年金財政計算上の過去勤務債務残高（当連結会計年度9,662,000千円）、
別途積立金（当連結会計年度1,244,657千円）であります。当基金における過去勤務債務の償却方法は、
期間11年０ヶ月（2022年３月31日現在）の元利均等償却であります。
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期首残高 652,849千円

有形固定資産の取得に伴う増加額 －千円

時の経過による調整額 4,436千円

資産除去債務の履行による減少額 －千円

その他増減額（△は減少） －千円

期末残高 657,285千円

12．資産除去債務に関する注記
　資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの
(1) 当該資産除去債務の概要

製造ライン施設用地、来客兼社員駐車場の土地賃貸借契約に伴う原状回復義務であります。

(2) 当該資産除去債務の金額の算定方法
使用見込期間を６年～30年と見積り、割引率は使用見込期間に対応した国債金利0.00％～0.83％を使用し
て資産除去債務の金額を計算しております。

(3) 当該資産除去債務の総額の増減

13．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書（2022年4月1日から2023年3月31日まで） （単位：千円）

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合　　計資本準備金 資本剰余金

合　　　計 利益準備金
その他利益剰余金 利益剰余金

合　　　計別途積立金 繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 628,800 272,400 272,400 103,400 6,000,000 202,853 6,306,253 △264,624 6,942,829

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △130,217 △130,217 △130,217

当 期 純 利 益 93,006 93,006 93,006

当 期 変 動 額 合 計 － － － － － △37,210 △37,210 － △37,210

当 期 末 残 高 628,800 272,400 272,400 103,400 6,000,000 165,642 6,269,042 △264,624 6,905,618

純 資 産
合 計

当 期 首 残 高 6,942,829

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △130,217

当 期 純 利 益 93,006

当 期 変 動 額 合 計 △37,210

当 期 末 残 高 6,905,618
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法
①　有価証券

子会社株式及び関連会社株式
移動平均法による原価法を採用しております。

その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）を採
用しております。

・市場価格のない株式等
主として移動平均法による原価法を採用しております。

②　デリバティブ
時価法を採用しております。

③　棚卸資産
・製品・商品・貯蔵品（製造消耗品等）

先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収益性低下に基づく簿価切下げの方法により
算定）を採用しております。

・原材料、貯蔵品（液化天然ガス、重油、炭酸ガス、窒素、糊等）
月別移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性低下に基づく簿価切下げの方法に
より算定）を採用しております。

(2) 固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産（リース資産を除く）

・機械装置
機械装置の耐用年数については、経済的使用可能予測期間（５年～20年）に基づく定額法によって
おります。

・機械装置を除く有形固定資産
定額法によっております。なお、耐用年数については、主として法人税法に規定する方法と同一の
基準によっております。
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②　無形固定資産（リース資産を除く）
・自社利用のソフトウェア

自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（主として５年）に基づく定
額法によっております。

・その他の無形固定資産
定額法によっております。なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によ
っております。

③　リース資産
・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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(3) 引当金の計上基準
①　貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権
等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。なお、当
事業年度においては、過去の貸倒実績及び回収不能と見込まれる債権残高がないため、計上しており
ません。

②　賞与引当金
従業員に対して支給する賞与に充てるため、翌期支払予定額のうち当事業年度に属する支給対象期間
に見合う金額を計上しております。

③　役員賞与引当金
役員に対して支給する賞与に充てるため、当事業年度における支給見込額に見合う金額を計上してお
ります。

④　固定資産撤去費用引当金
固定資産の撤去工事に伴う費用の支出に備えるため、その支出見込額を計上しております。

⑤　退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき
当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。
・退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法につい
ては、給付算定式基準によっております。

・数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用については、発生年度の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（３年）による
定額法により費用処理しております。数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における
従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（３年）による定額法により按分した額を、それぞれ
発生の翌事業年度から費用処理しております。

(4) 収益及び費用の計上基準
　当社は、飲料受託製造事業を主な事業とし、契約において合意された仕様に従っている製品の支配が
顧客に移転した時点で、履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。これらの履行義務
に対する対価は、履行義務を充足後、別途定める支払条件により概ね３カ月以内に回収しており、重要
な金融要素は含まれておりません。
　なお、有償完成材取引のうち当社が代理人に該当すると判断したものについては、顧客から受け取る
額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認識しております。
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２．表示方法の変更に関する注記
（損益計算書）

　前事業年度において独立掲記しておりました「営業外収益」の「受取手数料」(前事業年度は11,526千
円）、金額的重要性が乏しくなったため、当事業年度より「その他」に含めて表示しております。

３．重要な会計上の見積りに関する注記
(1) 有形固定資産及び無形固定資産の評価

① 当事業年度の計算書類に計上した金額 14,712,091千円
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
 　連結注記表に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

(2) 繰延税金資産
① 当事業年度の計算書類に計上した金額 557,398千円
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
 　連結注記表に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

(3) 新型コロナウイルス感染症の影響について
連結注記表に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

４．会計上の見積りの変更に関する注記
（1) 総合スクラップ＆ビルド計画に関連する有形固定資産の耐用年数の変更

　連結注記表に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

（2) 既存設備の経済的使用可能予測期間の再見積りによる機械装置の耐用年数の変更
　連結注記表に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。
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(1) 有形固定資産の減価償却累計額 32,755,074千円

①　短期金銭債権 12,668千円
②　短期金銭債務 1,814千円

建物（うち、建物附属設備） 33,207千円
機械及び装置 738,718千円

合計 771,926千円

長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む） 2,807,334千円

５．貸借対照表に関する注記

(2) 関係会社に対する金銭債権・債務

(3) 圧縮記帳額
国庫補助金の受入れによる圧縮記帳額は以下のとおりであり、貸借対照表計上額は、この圧縮記帳額を控除
しております。

(4) 固定資産撤去費用引当金
　過年度において、固定資産に係る過去の増改築に関し、一部是正（改善）を行うことになりました。これ
に伴い、将来の支出に備えるため、固定資産撤去費用引当金を計上しております。
　当該是正（改善）については、当社の老朽化した建物の取り壊しなどを含めた総合的なスクラップ＆ビル
ド計画に基づき段階的に実行することを予定しているため、支出の期間が長期にわたる見込みであります。
そのため、貸借対照表上は、固定負債に引当金を計上しております。

(5) 財務制限条項
　当社は、取引銀行と長期借入金契約を締結しており、うち一部の契約には以下のとおり財務制限条項等が
付されております。

・各年度の決算期の末日における単体及び連結の貸借対照表における純資産の部の金額を、当該決算期
の直前の決算期の末日または2020年３月に終了した決算期の末日における単体及び連結の貸借対照表
における純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％の金額以上にそれぞれ維持する。

・各年度の決算期の単体及び連結の損益計算書における経常損益を２期連続して損失としない。

　これらの契約に基づく借入実行残高は次のとおりであります。
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①　売上高 69,721千円
②　仕入高 4,298千円
③　その他の営業取引 23,514千円
④　営業取引以外の取引 12,307千円

機械及び装置 2,298千円

合計 2,298千円

建物 1,504千円

機械及び装置 558千円

工具、器具及び備品 1千円

合計 2,064千円

株 式 の 種 類 当 事 業 年 度
期 首 株 式 数

当 事 業 年 度
増 加 株 式 数

当 事 業 年 度
減 少 株 式 数

当 事 業 年 度 末
株 式 数

普 通 株 式 277,113株 －株 －株 277,113株

６．損益計算書に関する注記
(1) 関係会社との取引高

(2) 固定資産売却益の内容は以下のとおりであります。

(3) 固定資産除却損の内容は以下のとおりであります。

７．株主資本等変動計算書に関する注記
　自己株式の種類及び株式数に関する事項

－ 33 －



2023/05/24 12:22:30 / 22946566_ジャパンフーズ株式会社_招集通知

個別注記表

繰延税金資産 （単位：千円）
未払事業税等 6,513
未払社会保険料 2,332
関係会社株式評価損 113,906
減価償却超過額 268,785
賞与引当金 13,956
固定資産除却損 11,162
減損損失 29,648
退職給付引当金 19,649
資産除去債務 196,659
固定資産撤去費用引当金 118,483
繰越欠損金 308,737
その他 25,850

繰延税金資産小計 1,115,687
評価性引当額 △409,283

繰延税金資産合計 706,403
繰延税金負債

資産除去債務に対応する除去費用 △149,005
繰延税金負債合計 △149,005
繰延税金資産の純額 557,398

８．税効果会計に関する注記
   繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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種類 会社等の
名称 所在地 資本金

（千円）
事業の
内容

議決権等の
所有（被所有）

割合（％）
関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
(千円) 科目 期末残高

(千円)

その他の関係
会社の子会社

伊藤忠オリ
コ保険サー
ビス㈱

東京都 100,000 保険代理店 －
各種損害保
険・企業包
括保険の契
約締結

保 険 料
の支払 12,651 未収入金 －

流動資産合計 1,626,962千円
固定資産合計 7,945,716千円

流動負債合計 2,612,221千円
固定負債合計 2,206,702千円

純資産合計 4,753,755千円

売上高 6,545,994千円
税引前当期純利益 700,480千円
当期純利益 526,516千円

(1) １株当たり純資産額 1,431円84銭
(2) １株当たり当期純利益 19円28銭

９．関連当事者との取引に関する注記
(1) 兄弟会社等

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等
価格その他の取引条件は、市場実勢価格を提示し価格交渉の上で決定しております。

(2) 重要な関連会社に関する注記
当事業年度において、重要な関連会社は東洋飲料（常熟）有限公司であり、その要約財務情報は以下の
とおりであります。なお、上記関連会社の決算日（12月31日）は、当社決算日と一致しておりません。

10．収益認識に関する注記
　連結注記表に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

11．１株当たり情報に関する注記

12．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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